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代
表
に
選
ば
れ
た
論
文
は

▽
星
野
晴
輝
さ
ん
「
若
年
層

未
婚
者
に
お
け
る
独
身
理
由

の
形
成
要
因
―
『
目
標
』
化

す
る
結
婚
―
」
（
講
評
・
呉

佳
さ
ん
∥
修
１
）
▽
山
内
夏

穂
さ
ん
「『
縮
小
す
る
世
間
』

と
マ
ナ
ー
の
局
所
化
―
他
者

が
い
る
こ
と
の
意
味
―
」

（
同
・
グ
エ
ン
・
ト
ア
ン
・

コ
ー
イ
さ
ん
∥
特
別
聴
講

生
）
▽
竹
内
麻
子
さ
ん
「
教

師
か
ら
み
る
ス
ク
ー
ル
カ
ー

ス
ト
―
こ
れ
か
ら
の
学
校
の

姿
―
」
（
同
・
小
沢
明
彦
さ

ん
∥
修
２
）。

若
者
の
未
婚
化
を
取
り
上

げ
た
星
野
さ
ん
は
、
少
子
化

の
進
行
は
労
働
力
不
足
を
生

み
、
経
済
活
動
や
社
会
保
障

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

説
明
。
結
婚
が
個
人
の
問
題

か
ら
社
会
問
題
に
発
展
し
て

い
る
と
し
て
、
若
年
層
未
婚

者（
２０
～
３４
歳
）が
結
婚
し
な

い
、
結
婚
で
き
な
い
理
由
を

東
大
社
会
科
学
研
究
所
の
調

査
デ
ー
タ
か
ら
分
析
し
た
。

非
正
規
雇
用
な
ど
経
済
的

な
不
安
か
ら
、
交
際
相
手
が

い
て
も
結
婚
に
踏
み
切
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
星
野
さ

ん
は
「
結
婚
に
は
意
識
の
壁

も
あ
る
。
同
棲
し
て
経
済
面

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
れ

ば
、
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
の

で
は
な
い
か
」
と
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
同
棲
を
提
案
す

る
一
方
、
「
現
在
の
少
子
化

対
策
は
大
半
が
既
婚
者
向

け
。
若
年
層
が
経
済
的
に
自

立
で
き
る
雇
用
政
策
や
効
果

的
な
出
会
い
の
場
の
創
出
が

必
要
」
と
結
ん
だ
。

山
内
夏
穂
さ
ん
は
「
な
ぜ

電
車
内
で
携
帯
電
話
の
通
話

を
見
聞
き
す
る
と
不
快
に
な

る
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
出

発
点
に
、
マ
ナ
ー
違
反
と
公

私
の
空
間
認
識
の
関
係
に
迫

っ
た
。
周
り
の
目
を
気
に
す

る
「
公
恥
」
と
、
自
分
の
中

で
生
じ
る
「
私
恥
」
の
基
準

の
変
化
が
、
携
帯
電
話
利
用

者
の
意
識
に
も
変
化
を
起
こ

し
て
い
る
と
分
析
。
若
者
に

と
っ
て
共
有
空
間
を
意
味
す

る
「
世
間
」
は
「
今
つ
な
が

っ
て
い
る
場
所
」
に
限
定
さ

れ
、
そ
の
縮
小
さ
れ
た
世
間

を
「
ミ
ウ
チ
（
身
内
）
世
間
」

と
定
義
し
た
。

「
日
本
人
は
集
団
主
義
の

イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ
る
が
、

『
世
間
』
に
準
じ
て
行
動
し

て
き
た
だ
け
。
個
人
主
義
と

い
わ
れ
る
の
も
『
ミ
ウ
チ
世

間
』
に
配
慮
す
る
よ
う
に
な

っ
た
結
果
だ
と
説
明
で
き

る
」
と
山
内
さ
ん
。
マ
ナ
ー

向
上
に
は
ひ
と
声
か
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
る
と
結
論
付
け
た
。

竹
内
さ
ん
は
、
耳
新
し
い

「
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
」
と

い
う
言
葉
で
学
校
が
抱
え
る

問
題
に
切
り
込
み
、
議
論
を

呼
ん
だ
。
「
ス
ク
ー
ル
カ
ー

ス
ト
」
を
「
自
己
主
張
力
、

共
感
力
、
同
調
力
を
基
準
に

学
級
内
の
人
間
関
係
を
序
列

化
し
た
も
の
で
、
い
じ
め
や

不
登
校
な
ど
に
深
く
関
連
し

て
い
る
」
と
説
明
。
都
内
の

公
立
中
学
と
高
校
に
勤
務
す

る
教
師
３
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
カ
ー

ス
ト
を
ど
う
認
識
し
、
学
級

運
営
に
利
用
し
て
い
る
か
解

説
し
た
。

竹
内
さ
ん
の
結
論
は
「
生

徒
の
学
力
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師

の
存
在
、
自
由
な
校
風
な
ど

が
そ
ろ
う
な
ら
、
ス
ク
ー
ル

カ
ー
ス
ト
を
利
用
し
た
学
校

運
営
が
期
待
で
き
る
」。こ
れ

に
対
し
て
聴
講
し
た
学
生
や

教
員
か
ら
▽
ス
ク
ー
ル
カ
ー

ス
ト
を
作
っ
て
い
る
の
は
教

師
な
の
で
は
▽
身
分
制
度
を

表
す「
カ
ー
ス
ト
」を
う
ま
く

利
用
す
る
と
い
う
発
想
自
体

が
驚
き
▽
生
徒
の
個
性
と
能

力
を
生
か
し
た
自
主
的
な
学

級
運
営
と
い
う
意
味
だ
ろ
う

が
、
言
い
換
え
る
言
葉
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
―
な
ど
質

問
や
意
見
が
相
次
い
だ
。

優
秀
な
卒
業
論
文
を
学
科

全
体
で
共
有
す
る
人
間
科
学

部
社
会
学
科
の
代
表
論
文
発

表
会
が
、
１
月
２９
日
に
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

同
学
科
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
指
導

教
員
が
候
補
作
を
選
び
、
大

学
院
生
が
審
査
す
る
本
学
社

会
学
科
の
恒
例
行
事
。
今
回

は
２
０
１
０
年
に
誕
生
し
た

同
学
科
の
１
期
生
で
あ
る
星

野
晴
輝
さ
ん
（
金
井
雅
之
ゼ

ミ
）
、
山
内
夏
穂
さ
ん
（
嶋

根
克
己
ゼ
ミ
）
、
竹
内
麻
子

さ
ん
（
塚
越
健
司
ゼ
ミ
）
の

４
年
次
生
３
人
が
要
旨
を
発

表
し
、
院
生
が
講
評
し
た
。

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
の
山
田
健
太
、

藤
森
研
両
教
授
ゼ
ミ
４
年
次

生
の
ビ
デ
オ
卒
業
制
作
発
表

会
「
伝
え
る
と
い
う
こ
と
」

が
２
月
１５
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。

山
田
ゼ
ミ
は
、
東
日
本
大

震
災
（
２
０
１
１
年
）
の
震

災
遺
構
に
つ
い
て
、
藤
森
ゼ

ミ
は
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
地
を
訪

れ
て
取
材
、
悲
劇
の
教
訓
を

ど
の
よ
う
に
つ
な
い
で
い
く

か
を
考
え
た
。

同
学
科
は
１０
年
に
誕
生
、

発
表
し
た
４
年
次
生
は
第
一

期
生
に
あ
た
る
。
当
日
は
両

ゼ
ミ
生
ら
４０
人
が
集
い
、
Ｔ

Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
龍
崎
孝
報
道

局
政
治
部
長
、
日
本
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
会
議
会
員
も
訪

れ
、
発
表
を
聞
い
た
。

山
田
ゼ
ミ
で
は
東
日
本
大

震
災
以
降
、
東
北
の
被
災
地

各
地
を
訪
ね
た
。
１３
年
８
月

に
は
、
ゼ
ミ
生
１３
人
が
宮
城

県
牡
鹿
郡
女
川
町
を
訪
ね
、

津
波
に
よ
り
横
倒
し
に
な
っ

た
ま
ま
で
、
津
波
の
爪
痕
を

�
証
言
�
す
る
三
つ
の
震
災

遺
構
（
薬
局
「
女
川
サ
プ
リ

メ
ン
ト
」
、
宿
泊
施
設
「
江

島
共
済
会
館
」、「
旧
女
川
交

番
」
）
の
存
在
を
知
る
。
こ

の
う
ち
、
「
女
川
サ
プ
リ
メ

ン
ト
」
と「
江
島
共
済
会
館
」

は
近
い
将
来
、
解
体
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

ゼ
ミ
生
は
１１
月
に
再
び
同

地
を
訪
れ
、
ビ
デ
オ
を
収

録
。
女
川
町
の
須
田
善
明
町

長
を
は
じ
め
、
定
期
船
運
航

会
社
で
船
の
管
理
・
運
航
を

行
う
会
社
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
家
ら
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
被
災
地
に
残
る
震
災

遺
構
を
巡
る
住
民
の
思
い
や

悩
み
に
迫
っ
た
。
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
も
行
っ
た
。

ま
た
、
町
立
女
川
中
学
校

内
に
あ
る
高
さ
２
㍍
の
「
い

の
ち
の
石
碑
」
を
紹
介
。
自

宅
を
流
さ
れ
た
３
年
生
ら
の

発
案
に
よ
る
も
の
で
、
石
碑

は
ほ
か
に
も
沿
岸
部
の
集
落

に
順
次
建
ち
始
め
て
い
る
。

被
災
の
教
訓
と
し
て
「
大
き

な
地
震
が
来
た
ら
、
こ
の
石

碑
よ
り
も
上
へ
逃
げ
て
く
だ

さ
い
」
と
刻
ま
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
、
１
０
０
０
年
後
に

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

総
監
督
を
務
め
た
ゼ
ミ
生

の
室
井
大
地
さ
ん
は
「
全
１３

時
間
の
ビ
デ
オ
を
４０
分
に
ま

と
め
た
が
、
い
く
ら
撮
っ
て

も
撮
り
足
り
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
完
成
度
の
高
い
映
像

で
真
実
を
伝
え
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
テ
ー
マ
と
思
っ
て

取
り
組
み
ま
し
た
」
と
苦
労

と
や
り
が
い
を
話
し
た
。

藤
森
ゼ
ミ
の
ビ
デ
オ
は

「
私
た
ち
の
見
た
ハ
ン
セ
ン

こ
だ
ま

病
問
題
―
谺
雄
二
さ
ん
と
考

え
る
」（
約
１５
分
）。
元
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
で
詩
人
の
谺
雄

二
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
軸
に
、
患
者
や
家
族
に
対

す
る
差
別
の
歴
史
や
、
入
所

者
の
高
齢
化
が
進
む
全
国
１３

カ
所
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
の
将
来
構
想
な
ど
を
取

り
上
げ
た
。

２
年
次
の
授
業
「
社
会
と

メ
デ
ィ
ア
」
で
谺
さ
ん
を
知

っ
た
吾
妻
栄
里
奈
さ
ん
（
製

作
総
指
揮
）
ら
が
、
群
馬
県

草
津
町
に
あ
る
「
栗
生
楽
泉

園
」
に
谺
さ
ん
を
訪
ね
、
そ

の
人
柄
や
作
品
、
生
き
方
に

感
銘
を
受
け
た
の
が
始
ま

り
。
昨
夏
の
ゼ
ミ
合
宿
を
同

園
で
行
う
な
ど
取
材
を
重
ね

た
。
作
中
、
元
患
者
の
男
性

が
犯
人
と
さ
れ
、
死
刑
が
執

行
さ
れ
た
「
菊
池
事
件
」
が

紹
介
さ
れ
る
。
１
９
５
１
年

に
熊
本
県
で
起
こ
っ
た
爆
破

事
件
と
殺
人
事
件
で
、
谺
さ

ん
ら
は
差
別
に
基
づ
く
冤
罪

だ
と
し
て
再
審
請
求
を
目
指

し
て
い
る
。
裁
判
の
舞
台
と

な
っ
た
菊
池
恵
楓
園（
熊
本
）

を
取
材
し
た
山
田
絢
子
さ
ん

は
、
岡
山
県
と
香
川
県
に
あ

る
３
つ
の
療
養
所
も
訪
問
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
へ
の
関
心

を
深
め
、
海
外
事
情
を
探
ろ

う
と
中
国
ま
で
取
材
に
飛
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。

「
分
担
し
て
調
べ
た
テ
ー

マ
は
ど
れ
も
そ
れ
だ
け
で

１
、
２
時
間
語
れ
る
内
容

で
、
一
つ
に
ま
と
め
る
の
が

大
変
で
し
た
。
谺
さ
ん
の
家

族
へ
の
愛
と
強
さ
に
ほ
れ
込

ん
で
作
り
ま
し
た
」
（
吾
妻

さ
ん
）

栗
生
楽
泉
園
で
は
、
か
つ

て
多
く
の
患
者
が
命
を
落
と

し
た
重
監
房
（
懲
罰
房
）
を

復
元
し
、
資
料
館
と
し
て
開

設
す
る
計
画
が
進
む
。
発
表

後
、
後
輩
の
南
雲
亮
平
さ
ん

（
２
年
次
）
が
「
震
災
遺
構

の
よ
う
に
元
患
者
の
間
で
賛

否
両
論
の
意
見
の
対
立
は
な

か
っ
た
の
か
」
と
質
問
。
同

じ
負
の
遺
産
な
が
ら
異
な
る

本
質
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

沖
縄
で
今
、
な
に
が
起
き

て
い
る
の
か
。
沖
縄
を
代
表

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら

米
軍
・
普
天
間
基
地
移
設
問

題
を
聞
く
講
演
会
が
２
月
１８

日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
講
師
は
沖

縄
タ
イ
ム
ス
社
・
専
任
論
説

委
員
の
長
元
朝
浩
さ
ん
∥
写

真
。
長
元
さ
ん
は
文
学
部
人

文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

の
夏
期
集
中
講
座
「
沖
縄
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
で
、
講

師
や
案
内
役
を
務
め
、
学
生

に
沖
縄
の
姿
を
多
方
面
か
ら

紹
介
し
て
い
る
。

当
日
は
、
長
元
さ
ん
が
持

参
し
た
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
最

近
の
紙
面
が
掲
げ
ら
れ
、
冒

頭
、
「
基
地
問
題
を
考
え
る

と
き
沖
縄
戦
や
米
国
占
領
な

ど
、
沖
縄
が
か
か
え
る
歴
史

が
念
頭
に
あ
る
か
ど
う
か
が

問
わ
れ
る
。
本
土
と
沖
縄
の

温
度
差
を
生
ん
で
し
ま
う
か

ら
だ
。
最
近
、
『
尊
厳
』
と

い
う
言
葉
が
沖
縄
の
人
々
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
言
葉
に
込
め

ら
れ
る
意
味
は
重
い
」
と
背

景
の
複
雑
さ
を
述
べ
た
。

昨
年
末
の
仲
井
真
知
事
の

公
約
違
反
と
と
れ
る
辺
野
古

埋
め
立
て
承
認
、
市
民
が
辺

野
古
移
設
に
「
ノ
ー
」
を
突

き
つ
け
た
今
年
１
月
の
稲
嶺

名
護
市
長
の
再
選
、
県
議
会

が
「
承
認
」
を
追
及
す
る
百

条
委
員
会
設
置
可
決
な
ど
、

基
地
移
設
問
題
を
め
ぐ
る
昨

今
の
状
況
を
紙
面
で
指
摘
し

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
語
っ

た
。
さ
ら
に
、
沖
縄
の
米
海

兵
隊
が
ど
の
よ
う
な
規
模
と

性
格
を
持
つ
部
隊
な
の
か
を

か
な
め

解
説
。「
太
平
洋
の
要
石
」
と

さ
れ
、
地
政
学
的
に
基
地
を

置
く
必
要
性
が
あ
る
よ
う
に

言
わ
れ
る
が
、
実
際
は
、
沖

縄
に
基
地
を
置
く
こ
と
に
固

執
す
る
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
が
あ
る
―
―
と
語
っ
た
。

そ
し
て
「
日
本
は
現
状
維

持
を
望
む
官
僚
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
。
基
地
問
題

に
は
真
に
指
導
力
の
あ
る
リ

ー
ダ
ー
が
必
要
だ
」「
今
年
１１

月
の
沖
縄
県
知
事
選
が
焦
点

に
な
る
だ
ろ
う
」と
結
ん
だ
。

聴
講
し
た
学
生
約
２０
人
全

員
が
質
問
・
発
言
を
し
た
。

「
基
地
移
設
に
つ
い
て
は
幅

広
い
視
野
を
持
ち
、
政
府
、

市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
べ
き
だ
」「
基
地
の
な
い
沖

縄
を
想
像
し
に
く
い
若
い
人

も
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
の
ほ
か
、

発
言
は
「
地
位
協
定
問
題
」

か
ら
「
沖
縄
独
立
論
」
に
も

及
ん
だ
。
長
元
さ
ん
は
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
た
。

公
認
会
計
士
試
験
の
短
答

式
試
験
、
ま
た
は
論
文
式
試

験
の
合
格
者
を
対
象
と
し
た

「
指
定
試
験
奨
学
生
」
の
授

与
式
が
２
月
２０
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
阿

藤
正
道
学
生
部
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
髙
原
隆
明
奨
学

生
担
当
委
員
長
か
ら
９
人
に

奨
学
金
が
贈
ら
れ
た
。

▽
松
原
拓
哉
（
経
済
３
）
▽

山
本
竜
矢
（
経
済
３
）
▽
宮

田
英
嗣
（
商
４
）
▽
佐
々
木

大
（
商
４
）
▽
神
保
将
輝
（
商

４
）
▽
矢
島
翔
太
（
商
４
）

▽
佐
藤
和
典
（
商
４
）
▽
小

林
貴
之
（
商
４
）
▽
小
野
勝

也
（
商
３
）
∥
敬
称
略

大
震
災
と
ハ
ン
セ
ン
病
を
テ
ー
マ
に

「伝えるということ」「伝えるということ」

人文・ジャーナリズム学科

山田ゼミ 藤森ゼミ

沖
縄
タ
イ
ム
ス
専
任
論
説
委
員
・
長
元
氏
講
演

沖
縄
の
近
現
代
史

踏
ま
え
て
論
議
を

普天間
移 設

ビデオ卒業制作発表会

▲ 講評する藤森教授（右は山田教授）

▶

女
川
町
の
震
災
遺
構
を
紹
介
す
る
山
田
ゼ
ミ
生

社
会
学
科
優
秀
卒
業
論
文
発
表
会

９
人
に
贈
呈

指
定
試
験
奨
学
生

代
表
３
人
が
要
旨
説
明

▲ 左から竹内さん、星野さん、

山内さん

▲

阿
藤
学
生
部
長
（
中
央
）

と
奨
学
生
た
ち
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